
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 本校では今年度、一人一人が連続性のある「学びの楽しさ」を感じることがで
きるように「学びの連続性」を大切にした授業づくりに加え、子供自身が「学び
方」を身に付け、主体的に学習を進めていくことができるよう、「学び方指導の充
実」に力を入れて研修を進めています。学校訪問研修での協議や指導助言によ
り、明らかになったことや残された課題の一部を紹介します。 
 
＜明らかになったこと＞ 
・子供と共に練り上げた学習課題を基に学習を進めることで、子供の主体的に学
習に取り組む姿を引き出すことができていた。そこに至るまでの学習課題の作
り方の指導が重要である。 

・話型指導や思考の型を指導することで、順序立てて説明したり、考えを広げた
り深めたりすることができるようになってきている。 

・評価規準を子供の言葉に落としたもの（身に付ける力）を作成し、子供たちに
提示することは、子供が見通しをもったり、自己調整を図ったりするための有効
な手立てとなっていた。 

＜残された課題＞ 
・主体的な学びを支える話合い活動を活発にするために、学習課題の吟味や提示
の工夫、子供への学び方の指導を充実させていく必要がある。 

・「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、単元のどの段階で記録に残
る評価をするのかを明らかにするとともに、教師自身が評価規準をさらに具体
化し、明確な根拠をもって評価できるようにしていかなければならない。 

・基本的な規律に対する指導の学級差をなくし、全校で指導を徹底していく体
制をつくっていかなければならない。 

 
多くの示唆を与えていただき、これまでの取組の成果と、今後の研修の方向性

を確認する機会となりました。 
 

文責 教務主任 松 原 央 明 
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